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第 4 章では、第 3 章で得られた溶接材料による GTAW 溶援金属の組織、機械的特性およびクリープ破断強度に及ぽ
す PWHT の影響について調査している。さらに、 GTAW 溶接継手のクリープ破断特性に及ぼす PWHT の影響につ
いて調査している。それらの結果を基に、Wを含有した GTAW 溶接金属に対する PWHT 条件の指針を明らかにして
いる。
第 5 章では、ブェライト系耐熱鋼溶接継手特有の破断形態である Type IVの破断形態について検討している。 Type
IV破断は、溶接熱サイクルにより AC3 点近傍に加熱されクリープ破断強度の低下した溶接熱影響部の存在と、その周
囲の塑性拘束の 2 つの要因により起こる現象であることを明らかにしている。





















(3) 本研究で新しく得られた溶接材料による GTAW 溶接金属の組織、機械的特性およびクリープ破断強度に及ぽ
す PWHT の影響について調査している。さらに、 GTAW 溶接継手のクリープ破断特性に及ぽす PWHT の影
響について調査している。それらの結果を基に、Wを含有した GTAW 溶接金属に対する PWHT 条件の指針を
明らかにしている。
(4) フェライト系耐熱鋼溶接継手特有の破断形態である Type IV破断は、溶接熱サイクルにより AC3 点近傍に加熱
されクリープ破断強度の低下した溶接熱影響部の存在と、その周囲の塑性拘束の 2 つの要因により起こる現象
であることを明らかにしている。
(5) GTAW 溶接材料に加えて、本研究で得られた結果に基づき SMAW溶接材料および SAW 溶接材料の化学組成
を設計し、その溶接金属が実用に耐える特性を持つことを明らかにしている。
以上のように、本論文は、高温強度を向上させるWが溶接金属の組織、機械的特性およびクリープ破断強度に及ぼ
す影響について検討し、その強化機構の解明を行い、これらの検討の結果を基に、 Wを含有した GTAW 溶接材料、
SMAW 溶接材料および SAW溶接材料を得ている。また、これらの溶接材料による溶接金属の機械的特性に及ぽす
PWHT の影響を検討し、その適正条件の指針の導出を行っている。さらに、フェライト系耐熱鋼溶接継手特有のクリ
ープ破断形態である Type IV破断について検討を行い、その発生機構について明確にしている。これらの成果は、高
温強度に優れたブェライト系耐熱鋼用の溶接金属の成分設計を行う上で指針を与えるものであり、さらにブェライト
系耐熱鋼の溶接を行う上での指針を与えているものであり、生産科学工学、材料科学の発展に寄与するところが大き
い。よって、本論文は博士論文として価値あるものと認める。
